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オプジーボの動向
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オプジーボ がん腫別推定売上推移

19
Source: 外部データ及び自社データより推計

1,423 億円 1,455 億円

1,250 億円

2022年度結果 2023年度結果 2024年度見込み

胃がん

食道がん

非小細胞肺がん

腎細胞がん

尿路上皮がん

その他

薬価改定▲15％
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オプジーボ がん腫別新規処方患者数推移（推計）

20

230 240 220 220
130 140 150 150
190 180 180 180

300 280 280 280

450 450 460 460

1,500 1,550 1,550 1,550

2,800 2,840 2,840 2,840 

2023年
7-9月

2023年
10-12月

2024年
1-3月

2024年
4-6月

胃がん

食道がん

非小細胞肺がん

腎細胞がん

尿路上皮がん

その他

（平均人数/月）

Source: 外部データ及び自社データより推計
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免疫チェックポイント阻害薬に占めるオプジーボのシェア推移

21
Source: 外部データ

36% 37% 36% 34%
31% 30% 29% 29% 26%

2022年
4-6月

2022年
7-9月

2022年
10-12月

2023年
1-3月

2023年
4-6月

2023年
7-9月

2023年
10-12月

2024年
1-3月

2024年
4-6月

免疫チェックポイント阻害薬売上総計 オプジーボシェア
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胃がん*の年間患者数（国内）

22

*切除不能の進行・再発

HER2 陽性 5,000名

胃がん（化学療法実施） : 27,000名/年

HER2 陰性 22,000名

オプジーボ
2017年9月承認

オプジーボ＋化学療法
2021年11月承認

20,000名

12,000名

1L

2L

3L
自社調査による推計：2020年
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胃がん1Lにおける新規処方シェア※の推移

23

26%
31%

42%

48%
54%

58%

66%
71% 71%

67% 69% 70% 68%
71%

76%
72%

76% 75%
79% 81% 77%78%

59%
55%

45%

38%

32% 32%
27%

23%
20%

26% 25% 26% 27%

21%
18%

24%

18%
21% 17%

17%
19%19%

9%
13%

7% 9% 9% 7% 7%
3%

7%
4% 3% 4% 2%

5% 3% 2% 4% 2% 2% 2%
1%

4%

6% 1% 5% 5% 6% 3%
1%

2% 2% 3% 3% 1% 2% 3% 4% 2% 2% 2% 2% 1%
3%

2021年
11月

2022年
1月

2022年
2月

2022年
3月

2022年
4月

2022年
5月

2022年
6月

2022年
7月

2022年
8月

2022年
9月

2022年
10月

2022年
11月

2022年
12月

2023年
1月

2023年
2月

2023年
4月

2023年
5月

2023年
7月

2023年
8月

2023年
11月

2024年
2月

2024年
4月

※新規処方シェア 直近3ヵ月に1L治療を開始した患者シェア Source: プライマリー調査結果
（2021年11月～2024年4月調査 n=200~204)

(承認前)

オプジーボ

製品E

その他
製品F
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食道がん*の年間患者数（国内）

24

*切除不能の進行・再発

扁平上皮がん 12,500名

食道がん（化学療法対象） : 14,000名/年

非扁平上皮がん 1,500名

オプジーボ+ヤーボイ
オプジーボ+化学療法
2022年5月承認

10,000名

6,500名

1L

1L

2L
自社調査による推計：2022年

シスプラチン＋5-FU±放射線
IO+化学療法

オプジーボ
2020年2月承認

パクリタキセル、ドセタキセル
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38%
42% 43% 42% 43% 42%

45% 49%

34%

30%

25%

20%

21%

21%

25%
22%

17%

26%

12% 12%
14% 10%

12% 10%

12% 8%

31%

16%
19%

19%

23%

21%

20%

19%

23%

6%

1%

2%

1%

2% 2%

1%

1% 2%4%
2%

0%

2%

1% 1%

2%

0% 1%
2022年
3-5月

2022年
6-8月

2022年
9-11月

2022年
12-2月

2023年
3-5月

2023年
6-8月

2023年
8-10月

2023年
11-1月

2024年
2-4月

オプジーボ

製品H

製品G

製品I

製品J
その他

食道がん1L（扁平上皮がん）における新規処方シェア※の推移

25

※新規処方シェア 直近3ヵ月に治療を開始した患者シェア
Source: プライマリー調査結果

（2022年5月～2024年4月調査 n=150~155)

(承認前)
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食道がん（周術期）の年間患者数（国内）

26

手術対象 7,500名

食道がん ステージⅡ～Ⅲ : 12,500名/年

手術対象外 5,000名

術前補助化学療法 4,000名

病理学的非完全奏功 3,500名

自社調査による推計：2022年

オプジーボ
2021年11月承認
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45%

35% 34%
36%

26%

33% 36%

26%
24%

27%

45%

37%

42% 41%

46%
49%

51%

50%

25% 19%
27% 21%

31%

18%

14% 21%

24%

3%
1% 2% 2% 2%

3% 2%
2% 1%

2022年
3月

2022年
6月

2022年
9月

2022年
12月

2023年
3月

2023年
7月

2023年
10月

2024年
3月

2024年
6月

術後補助化学療法
未実施

食道がん術後補助化学療法における新規処方シェア※の推移

27

※新規処方シェア 直近3ヵ月に治療を開始した患者シェア
Source: プライマリー調査結果

（2022年3月～2024年6月調査 n=130~152)

オプジーボ

その他

術後補助化学療法
（オプジーボを含まない）
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非小細胞肺がん*の年間患者数（国内）

28

*切除不能の進行・再発

EGFR / ALK / ROS /
BRAF阻害薬

IO＋化学療法
自社調査による推計：2021年

非小細胞肺がん 58,000名/年

遺伝子変異あり
23,000名

遺伝子変異なし
20,500名

扁平上皮がん（SQ）
14,500名

非扁平上皮がん（NSQ）
43,500名

NSQ-MT
23,000名1L NSQ-WT ＋ SQ

35,000名

IO単剤 / IO＋化学療法

オプジーボ＋ヤーボイ＋化学療法（All Comers）
オプジーボ＋ヤーボイ（All Comers）
オプジーボ＋化学療法（PD-L1<1％）

2020年11月承認

オプジーボ＋ベバシズマブ＋化学療法 2021年6月添付文書改訂
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非小細胞肺がん1Lにおける新規処方シェア※の推移

29
※新規処方シェア 直近1ヵ月に1L治療を開始した患者シェア（Driver Mutationを除く）

Source: プライマリー調査結果
（2020年11月～2024年5月調査 n=167~245)

5%

13%
17%

25%

31%
27%

30%
26% 27%

25% 24%
20% 17% 16% 17%

17%

16%

74% 73%
69%

62%

51%

46% 46% 47% 48%

56%
59% 58% 59%

59% 59% 60%
55% 59%

7%
10%

7%
6%

10% 8% 10% 10% 10% 9%

7%

7%
9% 10%

7%

7%

9%

9%

3%
5% 6%

9%
8%

10%

7%

19%

12%

11%

16%
15% 15% 16%

14%
16%

8%

10%
7%

8% 8% 8%
7% 9% 8%

2020年
11月

2020年
12月

2021年
2月

2021年
5月

2021年
8月

2021年
11月

2022年
2月

2022年
5月

2022年
8月

2022年
11月

2023年
3月

2023年
5月

2023年
7月

2023年
9月

2023年
11月

2024年
1月

2024年
3月

2024年
5月

(承認前)

オプジーボ

製品A

その他
製品C

製品B
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膀胱がん（周術期）の年間患者数（国内）

30

手術対象 11,000名

膀胱がん ステージⅡ～Ⅲ : 17,000名/年

手術対象外 6,000名

ハイリスク 7,500名

術後補助化学療法
5,000名

自社調査による推計：2022年

オプジーボ
2022年3月承認

ローリスク 3,500名
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膀胱がん術後補助化学療法における新規処方シェア※の推移

31

68%

59%

65%

57%

50%
54%

48%
45% 46%

7%
16%

20%

34%
30%

32%
38%

41%
32%

34%

18%
22%

16% 16%

20%
16%

13%

2021年
1月

2022年
6月

2022年
9月

2022年
12月

2023年
3月

2023年
6月

2023年
8月

2023年
11月

2024年
4月

術後補助化学療法
未実施

※新規処方シェア 直近3ヵ月に治療を開始した患者シェア
Source: プライマリー調査結果

（2022年1月～2024年4月調査 n=200)

(承認前)

オプジーボ

製品R
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腎細胞がん*の年間患者数（国内）

32

*切除不能・転移

腎細胞がん 2L 3,500名

IO+TKI

オプジーボ 2016年8月承認

オプジーボ＋ヤーボイ 2018年8月承認

TKI

オプジーボ＋カボザンチニブ 2021年8月承認

中リスク(55％)低リスク(25％) 高リスク(20％)

TKI

腎細胞がん 1L 5,000名/年

自社調査による推計：2022年
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7%

29%
32%

47% 49%

54%
59%

52%

41%
46%

40% 38% 39% 36%
44%

47%
50%

45%

41%

41%
44%

49%45% 49%

3%

10%
15% 12%

23%

17% 21% 23%

25%
27%

26%

41%

43%

41% 39%
37% 39%

39%

2%
1%

6%
7%

9% 13%
15%

13% 11%
6% 10%

6%

10%

9% 8% 6% 7%
8%

93%

71%
68%

53% 51%

46%

35% 37%

38%
35%

29%
32%

25%
28%

21% 20%
14%

8%

6%

9% 8% 9% 9%

5%

2018年
9月

2018年
12月

2019年
3月

2019年
6月

2019年
10月

2019年
12月

2020年
2月

2020年
5月

2020年
7月

2020年
10月

2020年
12月

2021年
3月

2021年
6月

2021年
9月

2021年
12月

2022年
3月

2022年
6月

2022年
9月

2022年
12月

2023年
3月

2023年
6月

2023年
9月

2023年
12月

2024年
4月

腎細胞がん1Lにおける新規処方シェア※の推移

33※新規処方シェア 直近3ヵ月に治療を開始した患者シェア
Source: プライマリー調査結果

（2018年9月～2024年4月調査 n=46~150)

オプジーボ

製品Q

製品P

その他
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